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１．盛土工指針　改編の主要点

①これまでの指針において「道路土工－のり面工・斜面安定工指針」，「道路土工－施工

指針」，「道路土工－排水工指針」及び「道路土工－土質調査指針」に示していた盛土の
調査，設計，施工，維持管理に関わる事項を再編し，新たに「道路土工－盛土工指針」と
して発刊した。

②盛土において生じる種々の変状・崩壊形態を誘因別に整理し，盛土工の各段階で留

意すべき事項と関連付けるように配慮した。

③従来の経験に基づいた標準仕様設計の方法を維持しつつ，性能規定型設計の枠組

みを導入した。それに伴い，盛土に要求される性能，及び要求される事項を満足する範囲
で従来の規定によらない解析手法，設計方法，材料，構造等を採用する際の基本的考え
方を整理して示した。

④近年の豪雨，地震による盛土の被害を踏まえて，盛土の排水施設及び締固めに関す

る記述を充実するとともに，降雨に対する盛土安定性の照査，及び従来参考として示して
いた盛土の耐震設計について，新たに項を設けて記載した。

⑤環境保全及び経済性の観点から，建設発生土の利用促進の重要性を示すとともに，

建設発生土の利用に当たっての土質判定の目安や土質改良における基本的な考え方を
示した。

⑥維持管理の重要性を示すとともに，盛土の維持管理における点検の着眼点を記載した。
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２．盛土の誘因別崩壊・変状形態

（A）盛土の自重　（B）異常降雨　（C）地山からの地下水浸透　（D）地震誘因

解表1-3-1　盛土の自重による変状・崩壊の分類
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２．盛土の誘因別崩壊・変状形態
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解表1-3-2　異常降雨等による変状・崩壊の分類
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　　　旧指針　浅い崩壊

　　　　　〃　　深い崩壊

　　　　　〃　　基礎地盤を含む

　　　　　　　　 深い崩壊
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２．盛土の誘因別崩壊・変状形態

E

解表1-3-3　地山からの地下水浸透による変状・崩壊の分類 解表1-3-4　地震による変状・崩壊の分類
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　　　旧指針　浅い崩壊

　　　　　〃　　深い崩壊

　　　　　〃　　基礎地盤を含む

　　　　　　　　 深い崩壊
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ゆるい飽和砂質土層

ゆすり込み沈下

３．盛土基礎地盤の分類

盛土基礎地盤を1)普通地盤　2)軟弱地盤に大別できるとし，具体的な地形図を
示しその特徴を分かりやすく解説。

1)普通地盤･･･扇状地，自然堤防，海岸砂州，段丘地
2)軟弱地盤･･･後背湿地，三角州，せき止め沼沢地（小おぼれ谷），潟湖跡
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沖積平野の地形と地質

優 良
やや良好
やや不良
不 良
良 好

極不良
良 好
不 良

30以上
10～20
10以下
10～5以下
20以上

5以下
15以上
5以下

粗大な砂レキ
砂質土
粘土,シルト,細砂,ピート
細砂,粘土,厚い軟弱層
砂レキ

粘土,シルト,ピート
砂,砂レキ
粘土,シルト,ピート,細砂

同心円等高線,網状流,伏流
等高線の帯状突出,部落,畑の帯状配列
同上間の低平な水田
静かな内湾の河口
ほぼ平行した等高線,網状流

洪水流,沿岸流に対し山影になる小谷中の水
田
海岸に平行した帯状の高まり
砂州背後の水田地

1/1,000以上
1/1,000～0.2/1,000
0.5/1,000以下
0.2/1,000以下
1/1,000以上

0.2/1,000以下

0.2/1,000以下

A 扇 状 地
B 自然堤防
C 後背湿地
D 三 角 州
E 土砂供給の多
い
河川沿岸

F 小オボレ谷
G 海岸砂州
H カタ(潟）湖跡

良 否N  値

地盤条件土 質地形特徴地表面コウ配地 形

低地の地形区分と土質ならびに地盤条件
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高知県の第四系

層序区分
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第Ⅲd砂礫層

GⅢc
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第Ⅳb泥質層
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河床堆積物・現地形の扇状地・自

然堤防・三角州を形成
河成

三角州底置層又は湿地堆積物

※

音地火山灰降下面・中ノ橋沿岸州

段状平坦面・埋積沖積谷 ※※

三角州底置層

沖積層基底面

板状砂礫・腐植土の分布

潮江砂州

下知面（-30ｍ平坦面）

（沖積層基底礫層）

最上部堆積層

埋没谷堆積層

埋没谷堆積層

扇状地性凹所埋積層

愛宕（室戸岬面M3相当）

埋積扇状地礫層

内湾堆積粘土層

追手筋面（室戸岬面M2相当）
半クサレ上部段丘礫層

内湾堆積粘土層

半クサレ下部段丘礫層

（室戸岬面M1相当）

はりまや橋下部礫層

クサレ段丘礫層（羽根岬面H相当）

本町筋埋積礫層

河成

海成

海成

（河成）

海成
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海成
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河成
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河成
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第Ⅳa泥質層
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時 代

※※※

C 資料 ※ 5,480±130年B.P.Gak-2321（南国市篠原）

※※ 6,600±120年B.P.Gak-2322（高知市中ノ橋）

※※※ 37,800±＜B.P.理化学研究所（高知市吉田町）甲藤.西（1984）一部修正



安芸市南北方向断面図安芸市の軟弱地盤
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B’

塩水
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A
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安芸市の軟弱地盤 安芸市東西方向断面図
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②―② 地質断面線

⑥―⑥ 地質断面線

四万十市の軟弱地盤
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高知市の軟弱地盤
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地質断面図
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高知平野東西方向断面図

想定断面図
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4.浅層地盤の概要
(3)各層序の土性(物理・力学特性）

C

b

a

e

d

f

24----26強熱減量Lig

(%)

2.70.947161.7圧縮指数 Cc

0.180.450.760.900.230.46一軸圧縮強さqa

(㎏ｆ/㎝2)

81.9914234.2間隙比 e

2.42.61.942.092.142.2比重 Gs

1.181.361.101.191.041.27湿潤密度ρｔ

(g/㎝2)

3001503606671900200含水比 W (％）

fedcba

潟湖跡後背湿地

土性

腐植土の土性(小溺れ谷・潟湖跡）

2.25～3.185.23～6.43圧縮指数 Cc

0.33～0.880.1以下圧密降伏応力 Py㎏/㎝2

1.160.06一軸圧縮強さ ℊu ㎏/㎝2

5.811.0間ゲキ比 e

1.221.12湿潤単位体積重量γｔｇ/㎝2）

245423自然含水比 W%

盛土後（S59.5）盛土前（S58.4）土性
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４．盛土部調査

「盛土基礎地盤調査」と「盛土材料調査」の方法を一覧に表示し，分かり易く解説。
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５．設計－盛土の要求性能－

◎設計にあたって，想定する作用に対して要求性能を設定し，それを満足する

　　ことを照査する。

◎基礎地盤，盛土材料，盛土の高さ等が所定の条件を満たす場合には，これまでの

経験・実績から妥当とみなせる構造（標準のり面勾配等）を適用できる。

レベル１地震動：供用期間中に発生する確
率が高い地震動

レベル２地震動：供用期間中に発生する確
率は低いが大きな強度を持つ地震動。

プレート境界型（タイプⅠ）及び内陸直下型
（タイプⅡ）の２種類の地震動を考慮する。
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設計の基本

５．設計－性能の照査－
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５．設計－設計に用いる土質定数－
　　　　　　（土質試験）

UU
CU

CU CU

CD

D（CV），D（CP）

安定計算法は，全応力法と有効応力法があるが，せん断中に発生する間隙水圧を知るのは困難である
ことから，実務上は間隙水圧として定常浸透水圧のみを考慮する全応力法が適している。

・・・全応力表示

19

D：direct　box　shear　test
CV：consolidated　constant　volume
CP: consolidated　constant　pressure

全応力表示全応力表示

５．設計－設計に用いる土質定数－
　　　　　　（経験的な土質定数）

注意

この表の値は，適切に締固められ
た土について，飽和条件のもとで得
られた試験結果から残留強度相当
のせん断強度を幾分安全度側に設
定されたものであるため，地震動の
作用に対する検討に使用すると，
安定性を過小評価する可能性があ
る。

詳細な設計を行う段階で土質試験
を実施し，設計定数の確認を行う
のが良い。

高さ20ｍ以下の盛土において、予
備設計段階等で使用する。
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５．設計－盛土安定性の照査－

近年ではこれを上回る高盛土も多く構築されている。

綿密な排水処理と盛土の締固めがなされることを前提に，
近隣あるいは類似土質条件の盛土の施工実績，災害事
例あるいは詳細検討事例等をふまえて表中の盛土高さ
の範囲を拡大して適用することも可能である。
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５．設計 －常時の作用に対する盛土安定性の照査－

●圧縮性の低い材料を用い，適切な締固め管理基準値
を満足すれば，盛土自体の変形，沈下の照査を省略可。

●盛土材に問題のある場合，軟弱地盤上の盛土では，

盛土中央部における残留沈下量として，
舗装後3年間で10～30cm程度。

●軟弱地盤上で近接する構造物が存在する場合，工事
中・供用中における周辺の家屋や地盤に与える沈下・変
形・隆起等の影響について変形解析等により照査する。

（１）すべりに対する安定性 （２）変形の検討

載荷重を含む。

・ 長期間経過後（供用時）　Fs=1.2
・ 軟弱地盤上の盛土で詳細な土質試験，適切な動態観測

による情報化施工を適用する場合，盛土直後　Fs=1.1
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急勾配盛土，補強土壁，
軟弱地盤上の低盛土



５．設計 －常時の作用に対する盛土安定性の照査－

降雨の作用に対する安定性の照査は，降雨の作用による浸透流を考慮して，

円弧すべり法によって安定を照査する。

・ 供用安全率　Fs=1.2
・ 十分な締固め，十分な排水施設を設置

することにより，省略可。
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５．設計 －地震動の作用に対する盛土の安定性の照査－

（１）レベル1地震動に対する性能1の照査

・ レベル1地震動に対する設計水平震度に
対して，円弧すべり面を仮定した安定解析
法によって算定した Fs≧1.0

・ 残留変形解析法（ニューマーク法）で算
定した盛土の変形量が，性能1の限界状
態に対応した変形量の許容値を下回るこ
と。

（２）レベル2地震動に対する性能2の照査

・ レベル2地震動に対する設計水平震度に
対して，円弧すべり面を仮定した安定解析
法によって算定した Fs≧1.0

・ 十分な排水処理と入念な締固めを前提
にレベル1地震動に対する照査を行えば，
レベル2地震動に対する照査を省略可。

・残留変形解析によって算定した盛土の変
形量が、要求性能に応じた限界状態に対
応した変計量の許容値を下回ること。
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５．設計 －地震動の作用に対する盛土の安定性の照査－

（照査手法）

（１）震度法による安定解析

ニューマーク法による。

ニューマーク法は，すべり土塊が剛体であ
り，すべり面における応力ひずみ関係が剛
完全塑性であると仮定して地震時のすべ
り土塊の滑動変位量を計算する方法であ
る。

（２）地震時残留変形解析手法

（「斜面の安定・変形解析入門」 　(社)地盤工学会 PP179～180　参照）
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